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株式会社加藤公平商店

米穀卸売・飼料販売に伴う
特有の業務をシステム化
正確な在庫管理で効率的に運用

導入の狙い
・	米殻取引特有の事情に準じた
インボイス制度への対応
・	手書きの帳票作成作業を省
力化
・	在庫管理の精度向上

導入システム
・	 基幹業務システム
 『SMILE V 2nd Edition 販売』
・	開発ツール
 『SMILE V 2nd Edit ion 
Custom AP Builder』

導入効果
・	業務負荷を上げずにインボイ
ス制度に対応
・	日々の帳票作成1時間がシス
テム化で不要に

USER PROFILE

株式会社加藤公平商店

【業種】卸販売

【事業内容】米穀集荷と卸販売、家畜
の飼料・牧草の販売

【従業員数】14名（2024年3月現在）

2024年3月取材

株式会社加藤公平商店は、多古米をはじめとする米穀や、千葉県と茨城県内の酪農家
向けの飼料・牧草などを取り扱う卸販売会社だ。早くから業務のシステム化に積極的
に取り組んできた同社は、2013年にリコージャパン株式会社を通して、株式会社OSK
の『SMILE BS 2nd Edition 販売』を導入。リアルタイムの在庫管理により棚卸しの精
度が大幅に向上するなど、大きな成果を上げた。2023年には『SMILE V 2nd Edition 
販売』へのバージョンアップを行い、米穀卸販売業ならではのインボイスの課題に対応
すると共に、飼料配送の省力化を実現。地域の農業を支え続けるためにも、生産性向
上に積極的に取り組み続けている。

幻の米と呼ばれる「多古米」の卸販売と酪農家向け飼料提供という異なる運用を『SMILE V 2nd Edition 販売』で対応



■	 幻のコメを自社サイトで販売	地元酪農家向けに飼料販売も

　北総台地の東に位置する多古町は、知
る人ぞ知るブランド米「多古米」の主産地
だ。江戸時代には徳川将軍に献上される
など、古くからその名が知られていた多古
米だが、収量の少なさもあって大部分は千
葉県内で消費される。そのため、一部では
幻の米とも呼ばれている。
　株式会社加藤公平商店（以下、加藤公
平商店）では、県内スーパーなどへの卸販
売を行う一方で、地元生産者から直接買い
付けた多古米を自社オンラインショップで全
国に販売する取り組みを続けている。二代
目として事業を承継した代表取締役の加藤 
正義氏は多古米の魅力をこう説明する。
　「多古町内を流れる栗山川の周辺に広
がる、魚介類の堆（たい）積によって、アミ
ノ酸やミネラルが豊富に含まれた良質な土
壌、それこそが多古米のおいしさを育てて
います。この味を全国の方々に知っていた
だきたい。そう考えて、当社は食味ランクA
地域の約120戸の契約生産者から秋に収
穫した玄米を直接買い付け、専用の低温
倉庫で一定の温度・湿度で厳重に管理し
て、新米のおいしさを一年を通して維持し
ています」
　同社の創業は1957年。事業の起点は
当時、北総地域で盛んに行われていた酪
農用の飼料・牧草販売であった。その後、
1995年に米穀販売が登録制から届出制
に変更されたことを受け多古米の卸売りを
開始し、今日に至っている。
　「酪農家によって牛の育て方は異なり、
牛自身の飼料・牧草の好みもあります。そ
のため、牧草は酪農家のニーズに合わせ
てきめ細かく提供することが求められてい
ます。例えば、『この間仕入れた牧草は（牛
が）良く食べたから、同じ牧草をまた仕入
れたい』というような要望にできる限り対応
できるように、顧客情報と共に在庫の管理

も徹底しています。千葉県の酪農は北海
道に次ぐ第2位の生産量を誇った時期もあ
りますが、近年は酪農家数も減り続けてい
るのが実情です。廃業する同業者から得
意先を託されることもあり、これも先代から
行ってきた長年にわたる地元密着型の仕
事が評価された結果だと考えてい
ます」（加藤氏）
　飼料・牧草の販売で培われた
酪農家との信頼関係は、酪農と
米作りの兼業が一般的であった
多古町において、多古米の卸売り
という新たな事業展開にも大きな
役割を果たした。生産者数こそ維
持できているものの、高齢化とい
う大きな課題に直面している多古
米。近年のコロナ禍でも、長年受

注してきた航空機内食用の米の需要が一
定期間減るなどの影響があったという。しか
し、魅力を広く発信していくことが多古米
の事業継承につながる、と同社は今後も
積極的に販売支援を行っていく考えだ。
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代表取締役
加藤 正義氏

「『SMILE V2 販売』の導入により、
業務一つ一つの精度が確実に向上
していることが最大の効果です。この
取り組みは今後も続けていきたいです
ね」

株式会社加藤公平商店

加藤公平商店の倉庫に隣
接された低温倉庫。「多古
米」をはじめとした玄米を自
社低温倉庫に貯蔵し、一定
の温度、湿度で厳重管理し
ている

受注に合わせて精米機に
かけ市場に出荷するため、
同社倉庫には複数の精米
機が整備されている
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■	 在庫管理の精度向上により	取引の透明性を確保

　加藤公平商店は、『SMILE BS 2nd　
Edition 販売（以下、SMILE BS2 販
売）』を2013年に導入した。
　「当時運用していた販売システムの開
発会社が倒産したことでサポートに不安
が生じて、リコージャパンさんに相談したと
ころ、株式会社OSK（以下、OSK）さんの

『SMILE BS2 販売』を紹介されたこと
が導入のきっかけです。米穀、飼料は別々
にシステムを構築し、それぞれ当社業務に
合せてオプション追加やカスタマイズを行っ
てもらいました。その後もバージョンアップの
タイミングで見直しを行いながら活用を続
けて、現在に至っています」（加藤氏）
　米穀用システムで課題となったのは、亡
失量への対応だった。玄米を白米に精米
してから販売する場合、仕入時に比べ販
売時の重量は88～90％に減る。その減少
分は亡失量と呼ばれ、在庫管理の精度
を高めるためにも考慮が不可欠となる。特
に、システム上の在庫と実在庫が乖離（か
いり）していると、横流しの疑いにもつな
がってくるため重要だ。同社はこの課題に
対して、売り上げ処理時に白米重量に対
応した玄米重量を自動算出する仕組みを
実装することで対応している。
　一方、飼料用システムで求められたの
は、コンテナ（入庫ロット）別管理への対応
であった。牧草は同一品種であっても産地
や出荷時期などによってそれぞれ異なるた
め、酪農家のさまざまな希望に応えるため
には細かな管理が必要となる。同社は加
藤氏自身がアメリカやオーストラリアの生産
地で消費者のニーズを捉えた牧草を見極
めるなど、きめ細かい対応を行ってきた。そ
の高い品質に加え、酪農家が満足する牧
草を提供するために、輸入コンテナ単位で
品質の管理を行おうと、ロット別在庫管理
やロットトレース（履歴追跡）を行う『ロット管

理オプション』を採用して対応している。
　「『SMILE BS2 販売』導入のいちばん
の成果は在庫管理の精度向上です。リア
ルタイム更新によりシステム上の在庫と実
在庫の乖離が解消して、棚卸し処理の頻
度も月次から週次へと上がったことで、飛
躍的に精度が向上しました。また『ある程
度の在庫のずれは仕方ない』というそれま
での従業員の意識変革につながったこと
も、導入効果の一つです」（加藤氏）

■	 インボイス制度への対応など　業務をさらに効率化　

　同社はその後、2018年7月に『SMILE 
V  販 売 』、そして、2 0 2 3 年 1 2月には

『SMILE V 2nd Edition 販売（以下、
SMILE V2 販売）』へとバーションアップ
を重ねてきた。『SMILE V2 販売』導入
の際には、開発ツール『SMILE V 2nd 
Edition Custom AP Builder』を利用して
帳票を追加し、その一環として米殻システ
ムへのインボイス対応を行った。
　「当社のような米穀卸し会社が生産農
家と直接取引する場合は、種籾（たねも
み）や米袋、肥料などを事前に提供し、収
穫後の玄米を仕入れるタイミングで売り掛
けを精算するのが一般的です。インボイス
制度に対応して仕入れと売り上げを切り
分けながら、これまでと同様の運用を行う

には、仕入れと売り上げ、支払いと入金の
状況が一目で分かる台帳が必要でした。こ
うした課題に対応するために、『SMILE　
V2 販売』にするタイミングで『仕入先取引
台帳』の対応をお願いしました」（加藤氏）
　米穀卸し事業ならでは、といえる追加帳
票が「得意先別年産別一覧表」だ。
　「多古米の新米出荷は8月ですが、新
潟から北海道にかけての米どころの新米
が出回り始めるのは、収穫時期の違いか
ら10月半ば以降です。取引先によっては、
新米への切り替えは一度にそろえて行い
たいという要望があるので、その場合は多
古米の新米出荷後も前年度の玄米を一
定量キープしておく必要が生じます。『得
意先別年産別一覧表』は、こうした取引先
からの要望に対応するために作成しました」

（加藤氏）
　多古米の取引は、春の種籾販売から、
8月から9月にかけての新米収穫までを1サ
イクルとして動く。そのため、移行作業は取
引が一段落する9月に準備を開始し、12月
に完了とするスケジュールで対応した。
　一方、飼料用システムに追加したのが、

「配送運行表」だ。現在、同社が取引す
る酪農家は千葉県・茨城県で約400戸。
各戸に週1、2回以上の頻度で配送を行う
ため、1日の配達件数が50件以上に及ぶ
ことも珍しくない。米配送と合わせて、毎日

株式会社加藤公平商店

『SMILE V2 販売』では、
「米殻」と「飼料用」と分
けてそれぞれの情報を管
理している
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株式会社OSK
マーケティング本部
〒130-0013　東京都墨田区錦糸1-2-1
TEL：03-5610-1651　FAX：03-5610-1692
https://www.kk-osk.co.jp/

お問い合わせ

5、6台の配送車両をルート別に展開してい
るので、ルート別配送表を作成していた。
　「飼料販売では、顧客から直接注文を
受けるケースと、当社の営業担当が顧客先
を回って在庫補充の判断を行うケースがあ
ります。ルート別配送表は、それらの情報
を統合して作成するため作業が複雑でし
た。特に週の後半は注文件数が増えるこ
ともあり、多くの作業時間を割いていました
が、今回『SMILE V2 販売』から出力で
きるようになり、助かっています。手作業の
場合は転記ミスはどうしても避けられない
問題でしたが、システム化によりその不安
もなくなり、その対策として行っていたドライ
バーによる配送日報記入も不要となりまし
た」（加藤氏）

■	 従業員の　　　　　　　　　　　働き方改革にも貢献　

　加藤公平商店では政府が推進する働
き方改革に応え、2024年1月から完全週
休二日制に移行している。それに伴い、1
日単位の作業は確実に増えているはずだ
が、以前の体制のままで業務が行える背
後には『SMILE V2 販売』の存在がある
ことは間違いない。
　「10年以上にわたって『SMILE』シリー
ズを使い続ける中で、手作業を減らすこと
を常に意識してきました。作業の自動化
は在庫管理の精度向上をはじめ、業務の

正確性向上にもつながっています。今、自
動認識技術などを使ってさらに在庫管理
の省力化ができないか考えています。例え
ば、在庫をフォークリフトでトラックに積み込
んだ時点で自動的に出庫処理ができる、
そんな仕組みをリコージャパンさんやOSK
さんと相談しながら実現していきたいです
ね」（加藤氏）
　生産者の高齢化が避けられない中、サ
スティナビリティは今後の重要な課題だ。
加藤公平商店は時代に対応して進化しな
がら、地域の生産者をこれからも確実に支
え続けることを目指している。
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株式会社加藤公平商店

『SMILE V2 販売』 で
出力できるようになった
ルート別配送用の「運
行表」。入力の手間が
増えることもなく、作成で
きる

株式会社加藤公平商店のホームページ
https://takomai.co.jp/


